資料１

全国農業高校・農業大学校デジタルコンテスト実施要領

（概要）
本コンテストは、将来の農業の担い手として期待される全国の農業高校及び農業大学校において、農業に関する取組紹介や、スマート農業などの時勢に応じた新しい分野についての学習成果等について表彰することにより、若者の就農意欲を喚起することを目的として実施する。
コンテストは次の2部門制とする。
①ホームページ部門
全国の農業高校及び農業大学校が「夢のある農業を描き、自分たちらしい活動」の内容を広く世の中に届けるツールとしてホームページを活用しているか、公開済みホームページより「独自に」審査し、表彰する。
②スマート農業部門
　全国の農業高校及び農業大学校を対象に、「スマート農業」における取組について公募により募集し、審査・表彰する。

（募集及び審査）
①ホームページ部門
日本国内にある、農業高校、農業大学校、民間農業研修教育機関の公式ホームページを「独自に」審査するため、募集はしない。表彰件数等は次ページに記載の結果をご覧ください。
なお、表彰件数は増減する可能性があります。

②スマート農業部門
農業高校や農業大学校において、(1)スマート農業の導入や独自の活動により地域の課題を解決した、または解決に向けて実施している取組や、地域との連携によりスマート農業の普及をめざした取組または、(2)次世代を担う若者として、広く自由な視点で考えた未来（2050年）の農業の発展に繋がる可能性のあるアイデアについて公募し、それぞれ審査する。各学校で実施しているプロジェクト研究やクラブ活動等の取組内容も対象とする。なお、(2)については、全国農業高等学校長協会加盟校のうち農業の授業を行っていない分校やキャンパスからの応募も可能としています。
応募校数が多数の場合は、農林水産省において10校を選出する。選出された学校を対象に本審査を実施し、表彰対象校４校を選出する。
（※応募数によっては賞が増える可能性あり）

■募集方法
全国の農業高校、農業大学校に対し、コンテストを周知
コンテストに応募しようとする学校は、別添の応募用紙に必要事項を記入のうえPDF形式にし、2026年１月17日（土）までに以下のアドレスまでメールにて提出する。
＜応募先＞
　kyouiku@maff.go.jp

■審査及び決定
審査は別紙の審査項目による書類審査を行う。
受賞者決定についてはアグリプラットフォームコンソーシアムのホームページ（http://www.agri-platform.org/page-contest.html）でお知らせすることとし、表彰式の開催についてはデジタルコンテスト事務局から受賞校へ連絡することとする。

■表彰件数
①農林水産技術会議会長賞（2本）：実践コース、未来創造コース
②優秀賞（２本：各コース1本ずつ）（※応募数によっては賞が増える可能性あり）

（参考）2024年度 全国農業高校・農業大学校デジタルコンテスト結果（表彰校）
■ホームページ部門
・農林水産大臣賞　　　　　　　京都府立農芸高等学校　　　　　　
・農林水産省経営局長賞　　　　広島県立農業技術学校
・ニュージーランド大使館賞　　福島県立会津農林高等学校
・フランス大使館賞　　　　　　長野県下高井農林高等学校
・農研機構理事長賞	　　　愛媛県立西条農業高等学校
・優秀賞　　　　　　　　　　　青森県立名久井農業高等学校
・優秀賞　　　　　　　　　　　長崎県立諫早農業高等学校
・優秀賞　　　　　　　　　　　北海道静内農業高等学校
・奨励賞　　　　　　　　　　　栃木県農業大学校
・奨励賞　　　　　　　　　　　日本農業実践学園
・アグリプラットフォームコンソーシアム賞　　熊本県立農業大学校

■スマート農業部門
【実践コース】
・農林水産技術会議会長賞　　　群馬県立吾妻中央高等学校
・優秀賞　　　　　　　　　　　愛媛県立南宇和高等学校
・優秀賞　　　　　　　　　　　愛知県立安城農林高等学校
【未来創造コース】
・農林水産技術会議会長賞　　　宮城県加美農業高等学校
